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羅
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族

朝

倉
　
敏

夫

153

は

じ

め

に

　

こ
の
小
稿

は
、
韓

国
全
羅
南
道
島
喚
地
方

に
位
置
す
る
都
草
島

の

一
農

　
　
　
　
　
　
　

(1
)

村

で
行
な

っ
た
村
落
調
査

か
ら
家
族
に

つ
い
て
の
資
料
を
呈
示
す
る
も

の

で
あ
る
。

　
韓

国

の
家
族

は
、

一
般

に
父
系

の
直
系
家
族
を
指
向
し
、
相
続
面
で
は

「
長
子
優
待
不
均
等

相
続
」

で
あ
り
、
祭
祀
は
合
奉
祭
祀
で
長
男

に

ょ

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
2
)

て
継
承
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た

い
わ

ゆ
る
韓

国
陸
地
部

で
の
家
族

に
対
し
て
、
済

州
島

で
は
夫
婦
家
族

を
指
向

し
、

均
分

相
続

で
あ

り
、

父
母
の
分
配
祭
祀
が

み
ら
れ
る
と
し
て
、
済

州

島

の
家
族

は
韓

国
に
お
い
て

一
つ
の
特
異
な
類
型
を
形
成
す
る

こ
と
が

指

　
　
　
　

(
3
)

摘
さ
れ
て
き

た
。

　

こ
う
し
た
従
前

の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
地

理
的

に
韓
国
陸
地
部
と
済

州

島

の
間

に
位
置
す
る
全
羅
南
道
島
喚
地
方
に
お
け

る
家
族

の
資
料
を
呈
示

す

る
こ
と
は
、

一
つ
に
は
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
調
査
が
行
な
わ
れ
て

こ
な
か

っ
た
こ
の
地
方

に
関
し
て

一
つ
の
事
例
を
加

え
る
た
め
で
も
あ

る
が
、
済

州
島

の
特
異
性
に
関
し
て
も
な
ん
ら
か

の
示
唆
が
え
ら
れ

る
の
で
は
な

い

か
と
考
え

た
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
(
4
)

　
　
　
　

二
　
調

査

地

の

概

況

　
全
羅
南
道

多
島
海

の
玄
関

口
木
浦
港

か
ら
は
、
済
州
島
、
珍
島
を
は
じ

め
新
安
郡
島

喚

へ
放
射
状

に
定
期
船
航
路
が

拡
が

る
。
都
草
島
は
、
そ
の

木
浦
か
ら
約
五
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(東
経

一
二
五
度
五

七
分
、
北
緯
三
四

度
四
二
分
)
西
海
上

に
位
置
し
、
日

に
二
便

の
定
期
船
が
往
復
す
る
。

一
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図1　 韓国西南部島嗅地方概図

 

九
七
九
年

か
ら

は
紅
島

・
黒
山
島

の
観
光
地
化
に
伴

い
快
速
船
が
通
う
よ

う

に
な
り
、
そ
れ
ま
で
木
浦
-
都
草
島
間

は
三
時
間
以
上

を
要

し
た

の
が

一
時
間

に
短
縮
さ
れ
た

(
図

1
)
。

　
都

草
島

は
、
隆
起

に
よ

っ
て
三

つ
の
島
が
連
結

さ
れ
た
と

い
わ
れ
島

の

中
央

部
は
広

い
平
野

で
あ
り
、
周
囲
は
小
高

い
山

々
に
囲
ま
れ
る
。

こ
の

山

々
の
麓
に
三
〇

の
自
然
部
落
が
散
在
し

て
い
る
。
島

の
総
面
積
四

一
・

九
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
四
〇
%
が
耕
地
で
あ

り
、
島

で
あ
り
な

が
ら
産
業
別
人

口
の
七
六
%
が
農
業
と
、
生
業

の
中
心
は
農
業

で
あ
る
。

食
料
作
物

の
植
付

面
積

は
、
米
作
が
三
五
%
、
麦

類
三
〇
%
、
そ

の
他
は

豆
類

・
雑
穀

で
あ
る
。

経
営
規
模

は
、
全
農
家
数

の
七

一
%
が

一
ヘ
ク
タ

ー

ル
未
満

と
小
さ

い
。
島
北
部

の
部
落

で
は
、
解
放
後

に
な

っ
て
造
ら
れ

た
塩
田
で
の
製
塩
業
が
、

一
九
七
〇
年
代
に
な
り
盛

ん
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
島
南
西
部
で

は
、
干
潟
を
利
用
し
て
海
苔
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
島

の
総
人

口
は
、

一
九

七
九
年
現
在
、
男
子
六
〇

六

一
人
、
女
子
六
〇

九

三
人
、
計

=

二

五
四
人
で
あ
り
、
家

口
数

は
二
二
三
三
戸

で
あ
る
。

一
九
六
〇
年

か
ら
の
年
度
別
人

口
推
移
を
み
る
と
、

一
九
七
六
年
ま
で
は

微

少
で
は
あ

る
が
増
加
を
し
て
お
り
、
そ
の
後
減
少

し
て

い
る
。

こ
の
人

口
の
減
少

の
し
か
た

は
、
家

口
数

の
減
少

の
し
か
た

に
比
し
て
著

し
く
、

森

肉

9

°

°
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㎜
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ま
た
年
齢
別
人

口
構
成

で
は
壮
年
層

の
人

口
が
少
な
く
少
年
人

口
と
老
年

人

口
が
多

い
こ
と
か
ら
、
労
働
力

の
中
心
と
な
る
べ
き
人

口
が
出
稼
ぎ
と

し
て
島
外
に
流

出
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
う
し
た
傾
向

は
、

一
九

七
七
年

に
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
、

一
九

七
九
年
十
月
に
木
浦

か
ら
電
気

が
送
電
さ
れ
る

よ
う

に
な
る
な
ど
、
教
育

へ
の
関
心
が
高
ま
り
生
活
が
近

代
化
し
、
都

市
と

の
生
活
感
覚

の
距
離
が
近

く
な
る
に
し
た
が

っ
て
、
さ

ら
に
助
長
さ
れ
て

い
る
。

　
港

か
ら
左
手

に
塩
田
を
見
な
が
ら
面
事
務
所

の
あ
る
羅
泊
浦
を
す
ぎ
、
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表1　 水田経営耕地面積別世帯数表皿　世帯類型(■e死 亡)
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直

系

傍
系

85146　 12216

 

計表N　 同居完全夫婦組数

島

の
中
央
を
南
東
に
走

る
道

を

マ
イ
ク

ロ
バ

ス
で

三
〇
分
程
揺
ら
れ
て
行
く

と
水
項
里

に
着
く
。

こ

こ
か
ら
南

に

一
五
分
程
歩
く

と
錦
城
山

(海
抜
二

一
九

・
ニ

メ
ー
ト

ル
)

の
麓

に
あ
る
宰
郊
里
に
達

す
る

(
図
皿
)
。

　
宰
郊
里

の
入

口
に
近
く
、

一
九
七
九
年
に

セ
マ

ウ

ル
事
業

で
建

て
ら
れ
た
部
落
会
館
が
あ
る
。

こ

の
部
落
会
館

と
道

を
は
さ

ん
だ
緩
斜
面
に
人
家
が

集
村

を
な
す
。

一
九
七
三
年
か
ら

セ
マ
ゥ

ル
運
動

に
よ

っ
て
道

は
耕
運
機
が
通
れ
る
ほ
ど

に
拡
げ
ら

れ
、

精
米
所

の
手
前
を
左
手

に
曲
が
り
山
手

に
向

う
道

は

セ
メ
ン
ト
で
舗
装
さ
れ
た
。

こ
の
道

を
は

%実 数

 

組

23.520

 

0

71.861

 

1

4.7

 

42

100.085

 

計

さ
ん
で
北

と
南

に
、

か

つ
て
は

〈
上
〉
と

〈
下
〉

に
部
落
が
分

か
れ
て
い
た
(図
皿
)
。

　
家

々
の
屋
根

は
、

一
九

七
五
年
頃

か
ら

ス
レ
ー
ト
に
徐

々
に

か
え

ら
れ

て
い
る
が
、

ま
だ
半
数

は
ワ
ラ
葺

き

で
あ

る
。
家
屋
構

造
は
、
全

羅
南
道
島
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舞

方
の
特
色
で
あ
る

「中
央
台
所
型
駄
擁

で
あ
る
・
墓

霧

合
二

棟

か
ら
な
る
が

(
図
π
)
、
　

一
般

に
は

一
棟

の
み
で
あ
り
屋
敷

の
構
え
は

小
規
模

で
あ
る
。

ま
た
屋
敷

地

の
移
居
も
比
較
的
自
由
に
行
な
わ
れ

る
。

　

華
郊
里
は
非
両
班

の
民
村

で
あ

り
、

い
く

つ
か

の
姓

の
住
民

か
ら
な

る

「混
姓
部
落
」

で
あ
る
。
お
よ
そ
二
五
〇
年
前

に
、
金
氏

・
崔
氏

・
盧
氏

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
6
)

蓑
氏

・
の
四
氏
が
ほ
ぼ

同
時

期
に
入
村

し
た
と

い
わ
れ
る
。
現
在

は
華
郊

里
八
五
世
帯
中
、
金

罠
門
中
が
三

一
世
帯
、
崔

氏
門
中
が
二

七
世
帯
を
占

め
、
妻

の
実
家

の
関
係
や
義
兄
弟
関
係
を
通
し
て
世
帯
主
な

い
し
そ

の
父

の
代

に
入
村
し
た

一
二
世
帯
を
含
め
二
七
世
帯
が
そ

の
他

の
姓
氏
で
あ

る
。

　

宰
郊
里

の
生

業
も
米
作
と
麦
作
を
中
心
と
す
る
農
業

で
あ
る
。

「
九

七

六
年

の
面
事
務
所
資
料

に
よ
れ
ば
、
華
郊
里

の
総
耕
地
面
積
は

一
〇

三

・

六

ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
水

田
が
五
四

・
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
が

四
九

・
六

ヘ

ク
タ
ー

ル
で
あ

る
。
水
田

の
経
営
耕
地

面
積
別

の
世
帯
数

を
示
す
と
表
1

の
如

く
で
あ

る
。

こ
の
表

に
よ
れ
ば
、

一
〇
〇
〇
坪
か
ら
二
〇
〇
〇
坪
し

か
水
田
を
経
営

し
て
い
な

い
世
帯
が
多
く
、　
一
〇
〇
〇
坪

以
下
の
世
帯
が

全
体

の
四
〇
%
以
上

で
あ
る
。

三
〇
〇
〇
坪
以
上

の
世
帯

の
う
ち
で
も
六

〇
〇
〇
坪

(約
ニ

ヘ
ク
タ
ー

ル
)
以
上

の
経
営
耕
地
面
積
を
も

つ
世
帯
は
四

世
帯

に
す
ぎ
な

い
。

一
般
に
農
業
だ
け

で
生
計
を
た
て
る
に
は
、
水
田
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(7
)

二
〇
〇
〇
坪
以
上

は
経
営

し
て
い
な
け
れ
ば
難

し
く
、
経
営
面
積
が

一
〇

〇
〇
坪
以
下
の
世
帯

で
は
小
作
を
し
て

い
る
場
合
が
多

い
。
ま
た
水
田
を

も
た
な

い
世
帯

に
は
、
老
人

の
単
独
世
帯
が
多
く
、

そ
れ
ら

は
生
活
保
護

を
受
け
て

い
る
。

　
　
　
　

三
　
家

族

構

成

　
　
　
　
　
　

(8
)

　

世
帯
調
査
票

に
基
づ

い
て
華
郊
里

の
世
帯
構
成
を

み
て
み
よ
う
。

　

華
郊
里

の
人

口
は
、
男
子
二
〇
四
人
、
女
子

二
〇
七
人
、
計
四

一
一
人

で
、
世
帯
数
は
八
五
世
帯

で
あ
り
、
平
均
世
帯
人
数
は
四

・
八
人

で
あ

る
。

こ
れ

は

一
九
六
九
年

の
面
事
務
所
資
料
に
あ

る
人

口
七
三
九
人
、
世
帯
数

一
〇
六
世
帯
、
平
均
世
帯
人
数
七

・
○
人
と

い
う
数
字
に
比
す
と
、
十
年

余
り

の
間
に
世
帯
が
急
激
に
小
規

模
化

し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
平

均
世
帯
人
数

四

・
八
人
は
、
現
在

の
陸
地

の
農
村
に
比
べ
て
も
低

い
数
字

で
あ
る
。

　
世
帯
人
員
別
内
訳

(表

皿
)

に
よ
れ
ば
、
六
人
世
帯
が
最
も
多
く
、
五

人
、

七
人
世
帯
が
こ
れ
に
続

い
て
い
る
。
世
帯
主

の
子
女
総
数
は
四
二
五

人

で
あ
り
、

こ
の
う
ち
二

一
〇
人
が
、

ソ
ウ

ル
市
や
木
浦
市
な
ど
都

市
に

学
校

や
職
場
を
求
め
て
他
出

し
て
お
り
、

こ
れ
が
世
帯
を
少
人
数
化
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
男
女

五
歳
別
人

口
構
成
に
お
い
て
も
男
女
と
も
二
〇
歳

か

ら
三
九
歳
ま
で
の
生
産
人

口
が
極
端

に
少
な
く
、

こ
れ
ら

の
人
が
出
稼
ぎ

と
し
て
島
外
に
流
出

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
世
帯
類
型

(表
皿
)

を
み
る
と
、
夫
婦

お
よ
び
そ

の
子

供
か
ら
な

る
い
わ
ゆ
る
夫
婦
家
族
世
帯
が

五

一
例
と
全
体

の
六
〇

%
を
占

め
る
。

こ

の
う
ち
単
身
世
帯
が

一
〇
例
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
う
ち
八
例
は
六
〇
歳
以

上

の
老
人

の

一
人
暮

し
で
あ
る
。
直

系
家
族
世
帯
は
二
〇
例
あ

る
が
、
そ

の
う
ち
四
世
代
世
帯

は

一
例

の
み
で
あ
り
、
大
多
数

の
三
世
代

世
帯

で
も

二
組

の
夫
婦
が

そ
ろ

っ
て
い
る
世
帯
は
二
例
に
す
ぎ
な

い
。
傍
系
親

族
を
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含
む
世
帯
は
四
例
あ

る
が
、
両
親

の
な

い
子
供
を
親

の
兄
弟
が
世
話

を
み

た
り
、

世
帯
主

の
兄
弟
が
身
体
が

不
自
由

で
働
け
な

い
た
め
同
居
し
て
い

る
な
ど

の
事
情

が
あ

る
場
合

に
限
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
華
郊
里

の
世
帯

は
、
傍
系
親
族
を
含

む
複
雑
な
世
帯
で
は
な
く
単
純
な
構
成
を
示
し
て
お

り
、
続
柄
構
成

に
お
い
て
も
世
帯
主

の
兄
弟
姉
妹
を

は
じ

め
傍
系
親

族
の

占
め
る
比
率

は
極
め
て
低

い
。

　
ま
た
同
居
す
る
完
全
夫
婦
組
数

(表
W
)

を
み
て
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど

が

一
組
以
下
で
あ

る
。
二
組

の
完
全
夫
婦
が
同
居

し
て
い
る
四
例
に
お
い

て
も
、

す
べ
て
そ
れ

は
親
子
関
係

に
あ
る
夫
婦

同
士
で
あ
る
。
な
お
、

こ

の
四
例
中
三
例
は
水
田
経
営
耕
地
面
積
が
三
〇
〇
〇
坪

以
上

の
世
帯
で
あ

る
が
、

こ
の
事
実

の
み
に
よ

っ
て
、
経
済
的
条
件
が
整
え
ば
二
組

の
夫
婦

が
同
居
す
る
直

系
家
族
世
帯
を
指
向
す
る
と
即
断
す

る
わ
け
に

は

い
く
ま

い
。

　
以
上

の
よ
う

に
調
査
票

の
分
析
か

ら
は
、
宰
郊
里

の
世
帯

は
、
少
人
数

世
帯
で
あ
り
、

統
計
的

に
は
夫
婦
世

帯

の
色
彩

を
強

く
も

つ
単
純
な
世
帯

構
成
か
ら
な
る
傾
向

に
あ
る

こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

四
　
家

族
の
展
開

　
韓
国
の
伝
統
的
家
族
の
特
徴
と
し

て
、
長
男
は
多
く
の
財
産
を
親
か
ら

,大房

図V-1　 1919年:biの 他 出時

大房

舎廊房

舎廊房

図V-2　 1934年:b4の 結婚時
図V-3　 1943年:親 夫婦の大房譲渡
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図V-4　 1963年:C1の 分立時

 

授
与
さ
れ
、

か
つ
同
居
し
、
次
三
男
は
長
男
よ
り
格
段

に
少
な

い
財
産

し

か
与
え
ら
れ
ず
、
最
終
的

に
は
分
家
し
て
い
く
。

し
た
が

っ
て
そ

の
理
想

型

は
直
系
家
族
を
指
向

し
て
お
り
、
長
男
は
財
産

の
相
続

の
ほ
か
に
、

と

り
わ
け
先
祖
を
祀
る
祭
祀
権

を
継
承
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
と

い
わ
れ
る
。

　
華
郊
里

に
お

い
て
も
、
意
識

と
し
て
は
そ
れ
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
実
際

の
慣

行
で
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
徹
底
し

て
い
な

い
よ
う
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
土
地

の
相
続
、
祖
先
祭

祀

の
継
承
と

い

っ

た
家
族

の
展
開
面

に
お

い
て
そ

の
実
態
を

み
て
み
る

こ
と
に
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
9
)

　

調
査
票

の
分
析

に
よ
れ
ば

、
相
続
例
四
六
例

の
う
ち
八
〇

%
に
あ

た
る

図V-5　 1980年:調 査時

 

理
念
と
し
て
は
長
男
を
優
待
さ

せ
る

こ
と
に
な
り
、

し
て
し
ま
う
と

い
う
最
近

の
農
村
家
族

の
変

化
を
示
す
も

の
と
し
て
と
ら

　
　
　
　
　
　
　

(
10
)

え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
華
郊
里
に
お
い
て
は
、
次
三
男
が

相
続

し
た
例
は
、
解
放
前

に

も
あ

っ
た
と

い
わ
れ
、

こ
う

し
た
現
象
が
今
日
的

状
況

の
下

で
拍
車
を
か

け
ら
れ
た
と
は
い
え
、
最
近

の
変
化
に
よ

っ
て

の
み
起

っ
た
も

の
と
は
考

え

に
く

い
。

　

こ
こ
で
、
あ
る
家
族

の
事
例
を
あ
げ
て
、
相
続

の
あ
り
方
を
み
て
み
よ

う
o

　
《
銑
家
》

　
銑
家

は
か

つ
て
貧

し
か

っ
た
が
、

斑
が
そ

の
代

で
か
な
り
財
を
築
き
、

屋
敷
も
現
在

の
地

に
建

て
た

(
図
W
)
。　
玩

は

一
三
歳

で
玩
と
結
婚
し
、

一
九

一
九
年

に

一
七
歳

で
勝
手
に
他
出
す
る
。
そ

の
後

三
年
し
て

一
時
は

家

に
戻

る
が
、
再
び

ソ
ウ

ル
市
に
で
て
い
き
、
そ

の
後

木
浦
市

に
居
住
す

三
七
例
が
長
男
相
続

で
あ

っ
た
が
、
む
し

ろ
九

例
が
長
男
相
続

で
は
な
く
次
三
男

に

ょ

っ
て
相
続

さ
れ
た
と

い
う
数
字
は
看
過

で
き

な
い
。

こ
う

し
た
長
男
相
続

の
不
徹

底
さ
は
、
世
帯

の
少
人
数
化

・
単
純
性

と

相
侯

っ
て
お
り
、
都
市

へ
の
人

口
流
出
が

一
つ
の
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
長
男

に
土
地
を
相
続
さ
せ
る
の
に
代
え
て
教
育

投
資
を
行
う
こ
と

に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
長
男
が
都
市
に
他
出
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図W-1K1家

図VI-2　 H1家

図W-3S2家図VI-4　 K2家

図VI-5　 K3家

る
。

一
九

一
九
年

に
切
が
出
生
す
る

が
、
当
時

は
次
男

の
煽
が
舎
廊
房
で

暮

し
、
残

り
の
家

族
四
人
が
大
房

で

暮

し
た

(
図
V
-

1
)
。

　
　

一
九

三
四
年
、

切

が
煽

と
結
婚
す

る
。
妨

は
焼

と
再

婚
し
て
お
り
木
浦

に
居
住
、
煽
も

一
三
年
前
に
結
婚

し
夫
婦

で
舎
廊
房
で
暮

し
て

い
た
が
、

一
年
前
に
他
出
し
た
。

こ
の
時

斑
は
煽

の
た
め
に
家

と
土
地
を
買
う
だ
け

の
財
産
を
分
け

た
。
切

は
当
時
す
で
に
婚

出

し
て
お
り
、

亀
央
婦
が
大
房

で
、
切
夫
婦
が
舎
廊
房
で
暮

し

た
。

こ
の
時
付
属
房
に
は
国
民
学
校
教
員
が
下
宿

レ

て

い

た

(
図
V
1

2
)
。

　
U

は
木
浦
税
関

に
勤
め
て

い
た
が

一
九

四
三
年
華
郊
里
に
戻

る
と
、

亀
夫
婦
が
U
夫
婦
に
大
房

を
譲

り
舎
廊
房

に
移
居
し
た
。

親

は
仕
事
が

で
き
な
く
な
る
と
大
房

を
子
夫
婦

に
譲
り
、
同
時

に
財
産

の
権
利
も
渡
す
と

い
う
が
、
大
房

を
渡

す
と
近

い
う
ち

に
死
ぬ
と
も

い
わ
れ
、

一
般
に
は
生
前
譲
渡

で
あ

っ
て
も
死
期
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が
近
づ

い
た

こ
と
を
知

っ
て
か
ら
と

か
、

死
後

に
譲
渡

さ
れ

る
場
合
が
多

い
。

こ
の
時
、
板

の
間

の
寵
室

に
あ

る
祖
先

の
紙
榜

(位
牌
)
祭
祀
も
、

三
男

で
あ
る
切

に
継
承
さ
れ
た

(
図
V
-

3
)
。

　

一
九
六
三
年
、

q
は
結
婚
後

三
年
目

で
、
自
分
か
ら
分
立
す

る
こ
と
を

申

し
出
て
、
切

か
ら
財
産

の
分
与

を
受
け
る
。
当
時
亀
家

は
約
八
〇
〇
〇

坪

の
水
田
を
経
営
し
て
い
た
が
、
切

は
男
子
が
四
人
い
る
こ
と
を
考
慮
し

て
五
分

の

一
の

一
六
〇
〇
坪
を
与
え

た

(図
V
1

4
)
。

　

一
九
七
九
年

に

q
の
妻

%
は
子
供

の
教
育

の
た
め
に
子
供

た
ち
と
木
浦

市

に
移
居
し
た
が
、

q
は
都

草
面
の
農
業
協
同
組
合
長

で
も
あ
り
、
島
内

に
居
住
す
る
必
要
上
父
で
あ

る
切

の
家

の
付
属
房

を
間
借
り

し
た
。
現
在
、

大
房

で
U
夫
婦
が
暮
し
、
三
男

の
鉛
夫
婦
が
舎
廊
房

で
暮

し
て
い
る
。

偽

は
、
父
と
共

に
精
米
所
も
経
営

し
て
い
る
。
域
は
、

軍
隊
に
行

っ
て
い
る

q
が
除
隊
し
た
ら
、

独
立
す
る

の
に
必
要
な
財
産

を
分
与

し
、

吻
に
相
続

・
継
承
を
さ

せ
る

つ
も
り
で

い
る
。
ふ
家
で
は
祖
先

の
祭
祀
を
行
う
た
め

に

〈
祭
位
田
〉
と
称
す
る
水
田
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
当
然

こ
れ

は
祭
祀

を
行
う

c3
に
譲
ら
れ
る

(図
V
1

5
)
。

　

こ
の
亀
家

の
事
例
で
は
、

二
代
続
け
て
長
男
以
外

の
子
息
が
相
続
t
て

い
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
韓
国
で
は
、

今
日
陸

地
に
お
い
て
も
長
男
が
妻
子
を
伴

っ
て
他
地

に
働

き

に
で
る
場
合
が
少

な
く
な

い
。

こ
う

し
た
場
合
に
は
、
長
男
以
外

の
子

息
が
父
母
と
同
居
し
、

そ

の
家

の
主
な
働
き
手
と
な
り
、
も

し
長
男
が
戻

っ
て
こ
な

い
時
に
は
、

父
母
と
同
居

し
て
い
た
弟
が
全

財
産
を
相
続
す
る

と

い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

祖
先
祭
祀

の
際
に
は
長
男

は
必
ず
帰
郷
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
、
祖
先
祭
祀

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
11
)

の
継
承
は
必
ず

父
か
ら
長
男

に
受
け
継
が
れ
る
。

　
ふ
家

の
事
例

に
お
い
て
特
異
な
点
は
、

一
つ
に
、

q
の
よ
う

に
長
男
で

あ
り
な
が
ら
、
他

地
で
は
な
く
同
じ
部
落
内

に
世
帯
を
分
立
さ

せ
て

い
る

こ
と
、
二

つ
に
、
祖
先
祭
祀

の
継
承
ま
で
が
、

父
母
と
同
居

し
た
次
三
男

に
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と

で゚
あ

る
。

　
華
郊
里
で
は
、
長
男
が
結
婚
し
、
親
と
意

見
が
合
わ
な

い
と
、
新
し

い

家
屋
を
作
る
か
、
親

の
家

に
空

い
た
室

が
あ

っ
て
も
他
人

の
家

の
空
き
室

に
別
居
す
る
と

い
う
。

こ
の
際
余
裕

の
あ
る
家
で
は
、
別
居
す

る
長
男
に

土
地
を
分
与
し
家
屋

を
建

て
る
。
法
律
上
土

地

の
登
記

は
同
じ
く
し

て
い

る
が
、
実
際

に
は
土
地

を
分
与
し
生
計
を
別
に
す
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
を

〈
各
産
す
る
〉
と

い
う
。

ま
た
余
裕

の
な

い
家
で
は
、

子
供
が
自
分

の
力

で
家
を
興
す
が
、

こ
れ

を

〈
作
手
成
家
〉

と

い
う
。

　
さ
て
現
在
宰
郊
里

に
は
、
片
親
を
含

み
親

と
子
夫
婦
が

こ
の
部
落
内

に

居
住
す
る
家
族

は
三
〇
例
あ
る
が
、

長
男
夫
婦
が
同
じ
部
落

に
住
み
な
が

ら
親
と
別
居
を
し
て
い
る
例

は
、
亀
家

の
他

に
も
五
例

み
ら
れ
、
こ
れ
ら

の

事
例
か
ら
夫
婦

単
位

に
よ
る
世
帯

の
独
立
を
指
向

し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
、

そ
の
五
例

に

つ
い
て
分
立

時

の
事
情
と
祭
祀

の
継
承
に
関
し

て
の
み
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。

　
《
璃
家
》

　
馬
が
妻

の
実

家
が
華
郊
里

に
あ
る
こ
と
で
入
村

し
、
現
在
水
田
を

一
〇

〇
〇
坪
余
り
耕
作

し
て
い
る
。
長
男
恥
は
結
婚
後

二
五
歳

で
父
と
別
居
し

た
。
当
時

は
父
馬
に
は
分
与

で
き

る
土
地
も
な
く
財
産
分
与

は
受
け
な
か
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っ
た
が
、
現
在

は
五
〇
〇
坪
余
り

の
水
田
を
耕
作
し
て

い
る
。
次
男

以
下

の
兄
弟

三
人

は
、
浦
項
市

・
木
浦
市

に
そ
れ
ぞ
れ
他
出

し
て
い
る
。
馬
が

も
し
死
亡
し
た
ら
誰
が
そ

の
祭
祀

を
行
う

か
を
問
う
と
、

長
男

で
あ

る
恥

は
、

一
応

四
人
兄
弟

で
相
談
は
す
る
が
、
親
と
意
見
が
合

わ
ず
別
居

し
た

の
で
父
の
祭
祀

は
し
た
く
な
い
と
い
う

(図
W
i
1
)
。

《恥
家
》

　
恥

の
別
居
時

に
は
、
馬
も
健

在
で
次
男
以
下

の
子
女
と
同
居
し
て
い
た
。

そ
の
後
馬
が
死
亡
し
、
次
男
以
下

の
子
息
が
す

べ
て
ソ
ウ

ル
市
に
他

出
し
、

亀

は
現
在
磁
歳

で
末
娘
恥
と
二
人

で
暮

し
、

一
〇
〇
〇
坪
余
り

の
水

田
を

所
有

し
て
い
る
。
麗
は
、
馬

は
じ
め
祖
先

の
祭
祀
を
行

っ
て

い
る
が
、
も

し
自
分
が
死

ん
だ
ら

ソ
ウ

ル
に
で
て
い
る
次
男
以
下

の
子
息

の
う
ち

一
人

を
呼
び
寄

せ
、
財
産
と
と
も
に
祖
先

の
祭
祀
を
受
け
継
が
せ
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
恥

は
現
在
水
田
二
〇
〇
〇
坪
余
を
所
有
し
て

い
る
が
、
近

々
島
北
部

の
塩

田
の
仕
事
を
す
る
た
め
、

こ
の
水
田
を
売
却
し
他
部
落

に

移

居
し
よ
う
と

し
て
い
る

(図
W
1

2
)
。

　
親

に
相
続
す

べ
き
財
産

の
あ

る
場
合
、

一
般

に
は
兄
弟
で
誰
が
そ
れ
を

相
続
す
る
か
争

い
に
な

る
こ
と
が
あ

る
。

そ
の
場
合

は
、
両
親

の
意

思
が

大
き
く
働
く
が
、
そ
れ
も
な

い
時
に
は
、
建

て
前
上

は
長
男
が
継

ぐ
こ
と

が
当
然

と
さ
れ

て
い
る
。

　
《
助
家
》

　
恥

は
馬

の
死
後
、
母
親
亀
と
別
居
す
る
。
現

は
五
〇
〇
坪

に
満
た
な
い

水
田
で
生
計

を
立

て
て
い
る
。
恥
は
水
田
は
所
有

せ
ず
、
港
で
機
械

部
品

の
店

を
経
営

し
て
い
る
。
別
居
当

時
は
、
祖
先

の
祭
祀

は
碗
か
行

っ
て
い

た
が
、
数
年
前

に
亀
が
キ
リ

ス
ト
教
信
者
と
な
り
、
祖
先

の
祭
祀

は
島
が

行
う

よ
う
に
な

っ
た

(図
W
i

3
)
。

《
晩
家
》

　
傷
、
恥
、
琉
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
隣
部
落

に
あ

る
海
苔
栽
培

の
漁
村
契

に

加
入
し
て
お
り
、
別

々
に
生
計
を
立
て

て
い
る
。
祖
先

の
紙
榜

(位
牌
)

は
、
長
男

の
恥

の
家
屋
に
あ

り
、
祭
祀

は
馬
が
恥

の
家
に
出
向

い
て
行
う

(図
班
ー

4
)
。

《
恥
家
》

　
亀
が
死
後
馬
は
薦

と
再
婚

し
た
。
恥
と
恥

は
、
結
婚
し
て
二

・
三
年
後

に
そ
れ
ぞ
れ
分
立

し
、
恥
以

下
も
そ
れ
ぞ
れ
婚

出
な

い
し
他
出
し
、
馬

・

現
と

は
末
子

の
恥
が

同
居

し
て
い
た
。
恥

・
恥

の
分
立
時

に
は
財
産
分
与

が
あ
り
、
現
在
恥
は
三
〇
〇
〇
坪
余
、
均
は
二
〇
〇
〇
坪
弱

の
水
田
を
経

営
し
、
恥
は
副
面
長

の
職

に
あ
る
。

　
馬

の
死
後
も
馬

お
よ
び
そ
の
祖
先

の
祭
祀
は
薦
が
行

っ
て
い
る
が
、
現

の
紙
榜

(位
牌
)
は
恥
が
祭
祀

し
て
い
る

(図
W
i
5
)
。

　

こ
れ
ら

の
事
例

に
お

い
て
、
長
男
が
世
帯
を
分
立
す
る
理
由
と
し

て

は
、

〈親

と
の
意
見

の
不

一
致
、

不
和
〉
、
〈
島

に
住
む
者

の
独
立
心

の
強
さ
〉
、

〈結
婚
年
齢
が
早

い
の
で
長
男
が

一
人
前

に
な

っ
た
時
親

は
ま

だ

十
分

に

労
働
が

で
き
、
別
世
帯
に
し
た
方
が
相
互

に
経
済
的

に
発
展
で
き

る
〉
が

あ
げ
ら
れ

る
。

こ
の
場
合
、

長
男

で
あ
り
な
が
ら
親

か
ら
分
立
す
る
者

は
、

亀
家

の

倣
の
よ
う

に
農
業
協
同
組
合
長

に
な

っ
た
り
、
恥
家

の
瑞

の
よ
う

に
副
面
長
に
な

っ
た
り
、
あ
る

い
は
商
店
を
経
営
す

る
、
塩
田

の
仕
事

を
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す
る
な
ど
、
進
取

の
気
性
を
も
ち
独
立

す
る
才
覚

に
富
む
者
が
多

く
、
長

男

の
世
帯
分
立

は
、
親
か
ら

の
命
令

と
い
う

よ
り
は
長
男

の
自
発
性

に
よ

る
よ
う

で
あ

る
。

　
そ
し

て
、
長
男
が
親

と
別
居
し
別
世
帯
を
構
え
る
場
合

に
は
、
亀
家
、

玲
家
、
瑞
家
、
恥
家

の
よ
う

に
必
ず

し
も
長
男

に
よ

っ
て
祭
祀
権
が
継
承

さ
れ
て
は

い
な

い
。
島
唄
社
会
で
は
、
長
男
が
島
外
に
他
出

し
て
い
る
場

合
、
祭
祀

の
た
び
に
島

に
戻

る
こ
と
は
実
際
上
困
難

で
あ
り
、
や
む
を
え

ず
島
内

に
居
住
す
る
次
三
男
が
祭
祀
権
も
継
承
す
る
と

い
う

の
は
考
え
ら

れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
分
立
し
た
と
は
い
え
同
じ
部
落
内

に

居
住
す
る
長
男
が
、
家
系
継
承

の
骨
子
で
あ

る
祭
祀
権
を
次
三
男

に
託

す

の
は
、
祭
祀
を
行
う
権

利
と
主
な
義
務
が

父
か
ら
長
男

に
受
け
継
が
れ
る

と

い
う
規
範
を
も

つ
韓

国
社
会

に
お
い
て
は
特
異
な

こ
と
で
あ

る
。

四
　

お

わ゚

り

に

　

以
上
、
華
郊

里

の
家
族

に

つ
い
て
、

そ
の
構
成
と
展
開
を
み
て
き

た
。

華
郊

里

の
家
族

の
特
色
と

し
て
は
、

次

の
三
点
が

い
え
よ
う
。

す
な
わ

ち
、

　

一
、
小
規
模

で
、
単
純
な
構
成

の
世
帯
が
、
統
計
的
に
も
顕
示
さ
れ
る
。

　

二
、
夫
婦
単
位

の
世
帯
的
色
彩
が
強
く
、
そ
れ

は
長
男
夫
婦

ま
で
も
同

じ
部
落
内

に
居
住
し
な
が
ら
も
親
夫
婦

と
別
世
帯
を
構
え
る
と
い
う
形
態

に
も
あ
ら
わ
れ

る
。

　
三
、
長
男
相
続
は
、
あ
く
ま
で
も
規
範
上

の
こ
と
と
理
解

さ
れ
、
厳
格

に
守
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
長
男
に
よ
る
祭
祀
権

の
継
承
も
、

必
ず

し
も
遵
守
さ
れ
て

い
な

い
。

　

こ
う
し
た
家
族
構
成

で
の
特
色
は
、
済
州
島

に
も

み
ら
れ
る
。

　

「済
州
島
家
族

の
現
実
的
類
型
は
夫

婦
家
族

で
あ

り
、
若

干

は
直
系
家

族
だ
。
家
族
構
成
が
複
雑
な
家
族

は
な
く
、
あ

っ
て
も
そ

の
比
率

は
い
く

ら
で
も
な

い
。
済
州
島

の
家
族

は
、
次

三
男

は
も
ち
ろ
ん
、

長
男

で
あ

っ

て
も
結
婚

し
た
ら
分
家
す
る

の
を
原
則

と
し
、

一
つ
の
屋
敷
内

に
居
住

し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

(12
)

て
も
経
済
単
位

は
分
離
す
る

の
を
原
則

と
す

る
。
」
[
崔
在
錫
　

一
九
八
〇

b
、

三
六
五
]
。
済
州
島

で
は
華
郊
里
と
家
屋
構
造
が
異
な
り
、

一

つ

の

屋
敷
内

に
内
棟

・
外
棟

の
二
棟
が
あ

る
が
、
そ

の
二
棟

を
両
親
と
子
息

の

家
族
が
占

め
て

い
る
場
合

で
も
、
双
方
が
生
産

・
消
費

の
自
立
単
位
と
し

て
、
二
世
帯
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
済

州
島

で
は
宰

郊
里

に
お
い
て
よ
り
、

さ
ら
に
徹
底
し
た
夫
婦

単
位

の
世
帯
的
色
彩
が
強

い
家
族

の
特
色
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
特
色

の
要

因
と

し
て
、
崔
在
錫
は

「済

州
島

で
の
、

一
、
儒

的

・
父
母
中
心
的
価
値
体
系

の
弱
化
、
二
、
経
済
的
貧
困
、
三
、
父
母
と

子
息
が
す
べ
て
勤
勉

で
な

い
と
生
活
で
き

な
い
特
殊
な

環

境
」
[崔

在
錫

一
九
七
九
、

四
二
]
を
あ
げ
て

い
る
。
こ
れ
ら

の
要
因

は
、
非
両
班

の
民

村
で
あ
り
、

水
田
の
平
均
経
営
面
積
が
二
〇
〇
〇
坪

に
満

た
な

い
華
郊
里

に
お

い
て
も
妥
当
す

る
。

　

さ
て
、
祭
祀

の
継
承

に
つ
い
て
は
、
宰
郊
里

は
済
州
島
と
若

干
趣
き
を

異
に
す
る
。

　
済
州
島

で
は

「
高
祖
父
母

の
祭
祀
が
必
ず
し
も
嫡
長
子
系
統

の
家

で
主

催

さ
れ
る
と

は
限
ら
な

い
。
曽
祖

父
母
そ
れ
以
下

の
祖
先
祭
で
も
、

そ
の

祭
祀

の
主
催

は

一
族
子
孫

の
間
で
分
配
さ
れ
て

い
る
」
[佐

藤

信
行
　

一
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九
七
三
、

一
三
五
]
。
華
郊
里

で
も
済
州
島

で
も
、
祭

祀

権

の
長
男
に
よ

る
継
承
が
陸

地
部

の
よ
う
に
…厳
格

に
守
ら
れ
て
い
な

い
点

で
は
同
じ
で
あ

る
。

し
か
し
、
済

州
島

で
は
、

例
え
ば
父
母
の
祭
祀
が
長
男

・
次

男
に
分

配
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
に
、
祭
祀

の
分
配
が

行
わ
れ

る
の
に
対
し
、
華
郊

里
で
は
、

複
数

の
妻
が
存
在
す
る
場
合

(恥
家
)

に
の
み
祭

祀

の
分
配
が

み
ら
れ

る
だ
け

で
あ
り
、

祭
祀

を
分
配
す

る
積
極
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は

み
ら
れ
な

い
。

　

祭
祀

の
分
配

は
、
済
州
島

の
み
な
ら
ず
、
全
羅
南
道
島

興
部

の
珍
島

で

も
み
ら
れ

る
。
「珍
島
で
は
、
父
母
の
祭
祀

の
う
ち
父
親

の
祭
祀
を
長
男
が

受
け
持

つ
が
、
次
男
が

い
る
場
合

に
は
母
親

の
祭
祀
は
次

男
が
受
け
持

っ

の
が
普
通
で
あ
る
た
め
祭
祀
が
分
散
さ
れ
る
」
[
伊
藤

亜
人

　

一
九
七
三
、

　

(13
)

一
五
三
]
。
こ
う
し
た
祭
祀

の
分
配
が
済
州
島

と
珍
島

に
お
い
て
み
ら
れ
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
14
)

の
に
対
し
、

全
羅
南
道
島
嘆
地
方

の
都
草
島
に
お
い
て
は
み
ら
れ
な

い
の

は
、

ど
の
よ
う
な
要

因
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
都
草
島

は
、

一
六
世
紀

半
ば

以
降
陸

地
部

か
ら
入
島
し
た
者

を
入
島
祖

に
も

つ
門
中
が
大
部
分

で

あ

る
が
、

こ
う

し
た
歴
史
的
要
因
を
考
え

る
こ
と
も

で
き
る
し
、
環
境
的

要

因
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
今
後

の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

註(
1
)
　
調
査
報
告
と
し
て
、
拙
稿

口

九
八

一
、

一
九

八
二
、

一
九
八

　
三
]
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
2
)　

韓
国

の
家
族
研
究

に
お
い
て
、
社
会
人
類
学
的
側
面

か
ら

は
じ

　

め
て
論
じ
ら
れ
た
著
作
が
、
李
光
奎

の

『
韓
国
家
族
の
構
造
分
析
』

　

で
あ
り
、

こ
の
著

作
を
中
心

に
韓
国
家
族

の
特
性

を
あ
げ

た
。

(
3
)　

李
光
奎
は
、
家
系
継
承

か
ら

み
て
韓
国
家
族

を
①
隠
居
型

(東

　

南
型
)
、
②
終
身
型

(
西
部
型
)
、

③
独
立
型

(済
州
型
)
、

④
再
帰

　

型

(威
鏡
道
型
)

の
四

つ
に
分
類
し
た
。
し
か
し

「再
帰
型
」
は
著

　

者
自
ら
が
述

べ
て
い
る
よ
う

に
家
系
継

承
と
は
直
接
関
係
す
る
も

の

　

で
は
な
く
、
実
証
も
行
わ
れ
て

い
な
い
。
ま
た

「隠
居
型
」
に

つ
い

　

て
は
、
主
婦
権

の
生
前
譲

渡
を
も

っ
て
家
系
継
承
と
し
、
隠
居
型

と

　

称
し
た
こ
と

へ
の
批
判
が
あ
る

[崔
在
錫
　

一
九
七
六
、
竹
田
旦

　

一
九

八
〇
]
。
韓
国
陸
地
部

に
お
い
て
も
、
家

族

制
度

の
体
系
全
般

　

に
わ

た

っ
て
整
理
を
す
れ
ば

い
く

つ
か
の
類
型
が
設
定

さ
れ

る
に
違

　

い
な

い
。
済
州
島

の
家
族

に

つ
い
て
は
、

李
光
奎

[
一
九
七
五
、
二

　
〇
ー
二
、

二
二
二
ー

五
]
、
崔
在
錫

[
蝋
九
七
九
]
を
参
照
し

た
。

(
4
)　

調
査
地

の
概
況

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

[
一
九
八

一
、

七

一
ー
七

　
六
]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
都
草
島

に
関
す
る
調
査
報
告
と
し
て

　
は
、
韓

国
自
然
保
存
協
会

[
一
九
八
〇
]
が
あ

る
。

(
5
)
　

張
保
雄

[
一
九
八

一
、
七
三
-

七
七
]

に
よ
る
名
称
で
あ
る
。

　
な
お
、

こ
の
地
方

の
家
屋

の
特

色
は
、
①
台
所

に
付
属
房
が
付
い
て

　

い
る
こ
と
、
②
台
所

の
向
う
側

(大
房

か
ら
見

る
時
)

に
小
さ
い
房

を
置

か
ず
、
台
所
を
広
く
す
る
か
、
収
蔵
空
間

で
あ
る
板

の
間

を
配

置

す
る
、
③
台
所
が
建
物

の
中
央
部

に
あ
り
、
台
所

の
左
右

に
房
が

配
置

さ
れ

て
い
る
、

の
三
点

に
あ

る

[
金
光
彦
　

一
九

七
八
、
九
六

ー
九

七
]
。

(
6
)　

都
草
島

へ
の
最
初

の
入
島
者

は
、
約
三
五
〇
年

で
あ

っ
た
と

い
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わ
れ

て
い
る
。
隣
島

の
飛
禽
島

の
面
事
務
所
で
収
集
し
た
資
料

に
飛

　
禽
島

に
入
島
祖
が
来
島

し
た
時
期
が

壬
辰
倭
乱
時

(
一
五
九
二
年
)

　
で
あ

っ
た
と
記
録
し
て
あ
る

[韓

国
自
然
保
存
協
会

　

一
九
八
〇
、

　

一
六
六
]。

(
7
)　

穀
物
契

に
加

入
す

る
の
に
は
、
二
〇
〇
〇

坪
位

の
水
田
経
営
を

し
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ

て
い
る
。

二
〇
〇
〇
坪
は

一
〇
斗
落

に
当

り
、

水
田
と
畑
を
合
わ

せ
た
全
国
平
均
が

一
三
斗
落

(
一
九

七

二
年
)

で
あ

る
。
穀
物
契

に

つ
い
て
は
拙
稿

口

九
八
三
]

を
参

照

話者=C4(82才)

図孤　珍島義新面C部 落

　
さ
れ
た
い
。

(8
)
　
世
帯
調
査

は
、

一
九
八
〇
年

二
月

か
ら
三
月

に
か
け
て
行

い
、

　
そ

の
後

一
九
八
〇
年

一
〇
月
よ
り
大
韓
民
国
政
府
招
請
留

学
生

と
し

　
て
全
南
大
学
校

に
修
学
し
、
そ

の
在
留
期
間

に
補
充
調
査

を
行

っ
た
。

(9
)
　

八
五
世
帯

の
う
ち
、
世
帯
主
な
い
し
そ
の
配
偶
者
が
入
村

・
分

　
家

・
養
子
に
よ

っ
て
世
帯
を
立
て
た
例
及
び
不
明
な
例
を
除

い
た
。

(
10
)
　
佐
藤
信
行

[
一
九
七

五
、
七
八
ー

八
〇
]

を
参
照
さ
れ
た

い
。

(11
)
　
嶋
陸
奥
彦

[
一
九
八
〇
、
四

一
]

を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
12
)
　

こ
れ
に
対

し
て
、
金
漢
九

は
、
崔

在
錫
に
反
論

し
、
済
州
島

の

　
家
族
は
核
家
族

(夫
婦
家
族
)
で
は
な

い
と
論

じ
て
い
る
が

[金
漢

九

　

一
九
八
〇
、

一
八
四
]
、

崔
在
錫
は

こ

の
批
判

に
反
駁

し
済
州

島

の
理
想
的
家
族
類
型
は
核
家
族

(夫
婦
家
族
)
で
あ

る
と
し
て
い

　
る

[崔
在
錫

　

一
九
八
〇

a
、

一
二
八
-

一
二
九
]
。

(13
)
　
珍
島

で
は
長
男
、

次
男
で
父
母

の
祭
祀
を
分
配
す
る
だ
け

で
な

く
、
兄
弟
が
あ

れ
ば
す
べ
て
の
兄
弟
が
祭
祀
を
分

け
持
と
う
と
す
る

　
よ
う

で
あ
る
。

図
粗
に
お
い
て
、
例
え
ば
馬

の
祭
祀
が
、
ど

の
よ
う

な
過

程
で
恥
が
祭
祀
す

る
よ
う

に
な

っ
た
か
不
明
で
あ
り
、
調
査
が

不
充
分

で
あ

る
。

　
　
な

お
こ
う
し
た
祭
祀

の
分
配

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
分
牌
祭
祀

の

慣
行
と
比
較

し
て
考
察
さ
れ
う
る
。

(14
)　

全
羅
南
道
島
喚
地
方

の
西
端

に
あ

る
小
黒
山
島
に

つ
い
て
、
韓

相
福

は

「小
黒
山
島

の
経
済
的
状
況

は
、
家
屋
や
漁
具
を
含
む
財
産

相
続
に
お
い
て
長
男
相
続
よ
り
も
末
男
相
続
を
優
位

に
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
祖
先
祭
祀

の
継
承

は
、
長
男
に

い
く
o
換
言
す
れ
ば
、
財

　
産
と
祖
先
祭
祀
双
方
と
も
継
承

の
理
想
型

は
長
男
相
続

で
あ

る
が
、

　
現
存
す

る
経
済
的
条
件

の
下
で
は
、

こ
の
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
」
[出

　
≧
4
H
Φ
ミ

鱒
㎝
呂

と
記
述
し
て

い
る
が
、

祭
祀

の
分
配
が
行
わ
れ

る

　
と

い
う
記
述

は
み
ら
れ
な

い
。
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